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測定 結 果

T-Tc

Niの結果からquasi-elastieの仮定がいっも成立するかどうかが疑
(2_
ale

問になって来たので , ∂β ∂∠
の高分解能測定を種女の物質にっいて行

づてみる必要が生じて来たと思われるO輩に反強磁性後は興味が有るO

NMR か ら見 た 磁 性 体 の 二 次 相 転 移

守 谷 亨 (物性研 )

磁性体に於ける核磁気共鳴では ,電子が核の位置に作る所謂内部磁場
---ナ →
Hl｡Cにっいてゐ知識が得られるDその熟平均値くHIoc>は共鳴周波数の

shiftを与え.そのゆちぎ∂勤 ま巾及びスピン - 格子緩和に寄与するO

転移点附近の共鳴周波数の温鑑変化 ,磁場依存性の測定か ら.反強磁性体

の TN 及びその磁場依存性 TN(H)が得 られるoTN の圧力変化も測定さ

れているo又部分格子磁化の温変依存性も外部磁場をDに外挿したときの共
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二次の相転移
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鳴周波数の温蜜変化 として測定 されるO最近 はnF2に対 して10 蜜の

精密の実験が行われ ,特に

I

M(T)cc(TN-T)5

が得 られ ているO理論的にはハ イゼ ンベル クモデルの場合 Tc附近のM(T)
1

の精確 な計算 はないが 〔分子 壌近似 ではM(T)cL (TN-T〕誉〕,イジング
1

モデルに対す る結果 : M(Th r 〔x(2TcrT)jq をそのま､ハイゼンベル

クモデルに適用 し , l･cd T-T｡薄 か らこの結草が得 られるn

巾及び Tlには局所的なス ピンのゆ らぎが効 くことが示され るnそして

それ は ･ゆ ちぎのあ らゆる波長 の成分を加え合わせたものになるが ･T-Tc

でゆらぎの長波長成分が大きくなり.そしてその時蘭的変動がゆるやかにな

るため ･巾 ･VTl が急速に大き(なり･発散する漸近形をもつことが示

されるo現象論及び後視的立場からの計算の結果は反強敵睦榛に対 して

T> TNで
_呈

1/Tl- 1/T2 0⊂ (T-TN) 5

ユ

が得 られ 〔分子場近似では (T-TN,-2〕･定性的にも定量的にも突撃
かな りよ<一致するO T<TNでは現象論的凝 り扱いとM(T)L一六二(Tc-T)5

を組み合わせて こ

1

1/Tl- 1/T2 dI(TN-T) 5

が期待 されるが .この傾向は定性的に実験 と-致するO定量的計算はまだな

されていないo 巾は外 部麓場の方向に依存するが ,これは理論的に期待 され

るスピンのゆ らぎの異方性から正 しく漫解 され･る=,強磁性の場合の理論的凝

り扱いもなされているが .実験はまだない,,

キユ- リー点の近傍で2相共存領域があることが実験か ら報告 されている0
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